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事務局長からのメッセージ
今年、人類が体験したグローバルシステム危機は、フューチャー・アース・コミュニティが長い間予測してきたような危
機でした。それでも、この危機は多くの人々に衝撃を与えました。私たち一人ひとりが、これが個人として、そして集団
としての未来にとって一体何を意味するのか深く省察していることと思います。

私たちフューチャー・アースの事業の多くは、グローバルシステム課題を理解し、緩和し、それに対応することに重点が
置かれています。ですから、COVID-19 の危機は、衝撃を与えた一方で、科学界にとっては何ら驚くべきことではありま
せんでした。

私たちは、人類が、互いに、そして自然とどれほど相互依存しているかを理解しています。科学は、気候変動、生物多
様性の喪失、不公平の増大など、複数の相互に作用する力がグローバル社会に与える連鎖的・壊滅的影響を予測する
ことを可能にしてきました。私たちはモデルを運用し、シナリオを描きます。私たちは、解決策を見つけるために政策決
定者と協力しています。それでも、COVID-19の危機は、数か月のうちに私たちを屈服させました。このことから、科学、
事実、知が重要であるということが分かります。しかし、私たちは、単に進行中の変化、変化が生み出す課題、課題に
取り組む解決策のための知だけを必要としているのではありません。私たちが最も必要としているのは、将来のグロー
バルシステム危機を管理するのに必要な社会転換を推し進める方法についての知です。職業としてこうした危機に取り組
む私たちにとっても、現実の事態は、まだ警鐘にしかすぎません。

このような理由で、フューチャー・アースの事業は、リスクを予想するためだけでなく、持続可能な対応と解決策に向け
て協力するためにも、今まで以上に重要となっているのです。例えば、アース・コミッション（Earth Commission）の統
合評価は、土地、水、生物多様性のような生命維持システムの科学に基づいた目標に根拠を与えるために科学的なガー
ドレールを設置する初めての全体的な試みです。企業や都市が復興の取り組みに貢献するのを支援するためには、これ
らの目標が必要です。他にも、今年初めての試みとして、私たちは、地球規模の環境変化を専門とする科学者200名超
に調査を行ってグローバルリスクの認識を集計し、世界経済フォーラムが毎年調査している経済界の見解とこれらの認識
を比較しました。これらの多様な見解は、将来の投資に優先順位をつける際に非常に重要です。また、境界やグループ
を超えてこの事業に取り組むことも必要不可欠です。私たちの多くの各国・地域組織は、地球規模の急速な社会変化に
関する情報を伝えるのを支援するような、ベストプラクティスを教え合うことが可能です。そしてもちろん、健康、感染
症、差し迫ったリスクのようなテーマを研究しているフューチャー・アースの専門家ネットワークは、政策決定者をニュー
ノーマルへと導くために、これまで以上に関連性の高い科学的成果を生み出し続けます。

目前の課題は、この経験から学ぶことです。さあ、世界的な危機から立ち直る方法を見つけるために協力しましょう。

Amy Luers
フューチャー・アース事務局長



フューチャー・アース 
諮問委員会からの 
メッセージ
世界は、転換の10年間において、変化のための科学に弾みをつけるか、人類と地球
に迫る衝撃と不可逆的な変化に向かう道を進み続けて、私たちと未来の世代が持つ極
度の脆弱性を悪化させるか、という岐路に立っています。COVID-19の危機は、旅行、貿
易、経済のグローバリゼーションが気候変動や生物圏の悪化と密接に絡み合い、世界規模
のリスクを現実の衝撃に転換する致命的な組み合わせを形成する、人新世における非線形世
界の現れです。

COVID-19のパンデミックは、予期せぬ極端な出来事に必要な対応措置の範囲と規模をあらかじめ示
し、私たちが国際社会として課題に立ち向かう能力が無いことを証明するものとなっています。これは、
奥深い教訓です。なぜなら、私たちは、気候変動などの地球のストレス要因による同様の世界規模の衝
撃に直面すると思われているからです。今日私たちが住む世界の、複雑かつ一体化した性質は、そのよう
な影響が国境によって制限されないであろうということ、そして、解決策が包摂的かつ学際的で、多国間的
でなければならないということを示唆しています。

フューチャー・アースは、地球システムと社会科学分野の世界最大の研究者コミュニティとして、そのような知識の
より信頼できる統合者となるために一層努力し、地球上の人類のための、よりレジリエントで、公平で、持続可
能な未来に向けた変革のための知見に貢献してまいります。

フューチャー・アース諮問委員会共同議長
Johan Rockström、Leena Srivastava

本年次報告書は、2019年4月1日から2020年3月31日を対象としています。

フューチャー・アースは、国際学術会議（ISC）、研究助成機関の組織のベルモント・フォーラム、国連教育科学文化機関（UNESCO）、国連環境
計画（UNEP）、国連大学（UNU）、世界気象機関、科学技術と人類の未来に関する国際フォーラム（STS フォーラム）によって監理されています。
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研究とイノベーションの
促進
フューチャー・アースは、長い歴史を持つ20のグローバル研究プロジェクト（GRP）の事業に根差してい
ます。これらのネットワークは、地球システム科学の分野を定義し、推進する上で重要な役割を果たし
ており、現在は、人新世の理解の進展をリードしています。2019 年、これらのプロジェクトは世界を
リードする研究を生み出し続け、国際的な公開科学会議、技術ワークショップ、訓練プログラム、若
手研究者のイベントを通じて持続可能なコミュニティを強化しました。

フューチャー・アースは、2つのグローバルシステム課題―地球システムの目標値と社会の転換―に関
する事業も拡大し続けてきました。これらの分野横断的テーマは、私たちの研究ネットワーク内で超学
際的科学を調整し、グローバルな持続可能性に向けての歩みを加速させるのに役立っています。また、
フューチャー・アースと欧州宇宙機関とのパートナーシップは、引き続き、地球システムの変動をより
良く理解するために、私たちの研究ネットワークによる地球観測データの活用を促進しています。



グローバル研究プロジェクトのハイライト

AIMES 

Analysis, Integration, and Modeling of the Earth System
（地球システムの分析、統合、モデリングプロジェクト）
（AIMES）は、地球システム・モデリング・アプローチを通
じて社会科学と自然科学の統合を導き、促進しています。
AIMES の2019年の主な活動は、ブラジルのマナウスで開
催された熱帯雨林の劣化に関するワークショップで、森林
劣化に関係する生態系構造の変化やバイオマスの損失の
モニタリングの限界について議論し、政策決定者を支援す
るための将来シナリオを通して劣化の原因をより良く表す
方法を探求しました。ワークショップの参加者は現在、ロー
ドマップや解説論文の他に、熱帯雨林の劣化の新たな観
測戦略とモデリングを統合することを目的とする政策決定
者向けの要約を作成しています。

bioGENESIS

2019年、bioGENESIS は、『Nature Sustainability』に投稿
する「進化と持続可能性科学（Evolution and Sustainability 
Science）」についての Perspectives 原稿を完成させ、4月に
コーネル大学にて科学委員会の年次会合を開催しました。
同グループはまた、2020年2月、スイスのダボスで開かれ
た World Biodiversity Forum に て「Phylogenetic and 
Genetic Diversity: Linking Past and Contemporary 
Evolution to Sustainability」と題した2セッションから成るシ
ンポジウムを開催しました。

Earth System Governance

地球システムガバナンスプロジェクトは、ガバナンスと地球
環境変動の分野の最大の社会科学研究ネットワークを形成
しています。同プロジェクトは、地球システム転換に対処
するために、政治的解決策と新しく、より効果的なガバナ
ンスメカニズムを探求するという課題を担っています。2019
年は、新たに設置された地球システムガバナンスプロジェ
クトの科学運営委員会の運営初年度であり、国際プロジェ
クトオフィスがスウェーデンからオランダのユトレヒト大学
へ移転した年でした。2019 年の主な活動は、メキシコ国
立自治大学が主催し、メキシコのオアハカで開催された地
球システムガバナンス会議でした。同会議は、新たな地球
システムガバナンス研究の基本方針を構築する5つの分析
的視点と、ラテンアメリカ地域に関連する具体的な問題と
課題に焦点を当てた第6 の流れをめぐって開かれました。
2019年、地球システムガバナンスプロジェクトは、エルゼ
ビア社から『Earth System Governance Journal』の創刊
号、並びにケンブリッジ大学出版局から書籍の一部や書籍
シリーズを出版、さらにマサチューセッツ工科大学出版局
から Harvesting Initiative を通じた、ネットワーク最初の

毎年、フューチャー・アースのグローバル研究プロジェクトは、最先端の地球システム科学を推進しています。
以下は、そのようなグローバルネットワークの幅広い取り組みを示す、2019年～2020年のハイライトです。
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Global Carbon 
Project

グローバル・カーボン・プロジェクト（GCP）は、3 つの主
要な地球温暖化ガスである二酸化炭素、メタン、一酸化
二窒素の収支を算定しています。2019 年のグローバル炭
素収支は、気候変動枠組条約（UNFCCC）の気候サミットで
ある第25 回締約国会議（COP25）で提示されました。この
収支では、世界の化石燃料二酸化炭素排出量が、2019年
に0.6% 上昇し、37ギガトンの記録的な高さになるとされ
ていました。上昇率は、石炭使用の減少と世界的な経済
成長の鈍化により前年よりやや低くなっています。二酸化
炭素のデータは、ニューヨーク・タイムズの一面及び BBC
ニュースを含む、1,000超のメディアで報道されました。主
要なデータは「炭素収支バケツ（carbon budget bucket）」
として可視化され、若き環境活動家グレタ・トゥーンベリ
氏のリツイート後、その閲覧数は 300 万を超えました。さ
らに、GCP は、2019 年9月の国連気候行動サミットの「科

10 年間の知見を総合した書籍シリーズも発行しました。
2019年のその他のハイライトには、ブラジリア大学が運営
する新たな研究センターの完成、新技術に関する新たなタ
スクフォースの設置、ユトレヒト大学でのスピーカーシリー
ズ、若手研究者向けウィンタースクール（「持続可能な森林
管理」と題して、2019年11月、メキシコ、カプラルパムの
サポテック原住民地区にて）の開催などがあります。

Future Earth Coasts

フューチャー・アース・コースト（FEC）は、沿岸地帯の持
続可能な開発への道筋を描くために、生物物理学モデル
と生態系、ガバナンス、人間行動の研究を組み合わせた
学際的プログラムです。FEC は2019年に再編され、世界5
箇所に配置されたオフィスからなる新たなプロジェクトオ
フィスモデルを実行し、執行委員会と FEC アカデミーを設
置して、新たなガバナンス規定を策定しました。特に、FEC
はストックホルムで開催された世界水週間（2019 年8月）、
ベルリンで開催された Marine Regions Forum（2019年9月
～ 10月）、ポルトガルのエストリルで開催された Coastal 
and Estuarine Research Federation の隔年会議（2019 年
11月）に貢献しました。フューチャー・アース・コーストは、
地球観測データに関する2つのワークショップも共催しまし
た。

学を通じた団結（United in Science）」報告書に1 章を寄稿
しました。また、COVID-19の大流行に対し、GCP の研究
者たちは、コロナウイルスのロックダウンによる世界の化
石燃料二酸化炭素排出量への影響を調査し、このテーマ
において初めて査読付き論文を発表しました。その分析
は、前年（2019年）と比較して4月上旬の1日当たりの排出
量が最大17% 減少したことを示しています。通年での削減
量は、パリ協定の気候変動目標を達成するためにこの 10
年で必要な前年比の減少量に達する可能性があります。
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Global Land Programme 
（GLP）

グローバル土地プログラム（GLP）は、陸域システムの研究
と地球規模の持続可能性への解決策のコ・デザインを促
進する科学と実践の学際的コミュニティです。The GLP 4th 
Open Science Meeting は2019年4月、スイスのベルンで
開催され、83か国から600人超の科学者が集まり、陸域シ
ステムがどのように持続可能な転換の基礎となるかについ
ての理解を醸成しました。GLP は、活動中のワーキンググ
ループを8つまで増やしてきました。その中には、次世代
の大規模な土地利用モデルの開発に焦点を置いた AIMES
との調整ワーキンググループなどがあります。GLP は、「持
続可能なガバナンスと転換（Sustainability Governance 
and Transformation）」と 題 さ れ た『Current Opinion in 
Environmental Sustainability』の特集号も刊行し、その中
には、持続可能な転換のための世界規模の研究ネットワー
クとしての GLP の役割を明らかにした論文などが掲載され
ています。

Global Mountain 
Biodiversity Assessment 

（GMBA）
世界山岳生物多様性評価（GMBA）は、山岳生物多様性の
評価、保全、持続可能な使用に関する国際的かつ学際的
協働プラットフォームです。2019年4月以来、GMBA は、山
岳調査一覧の最新版を公表するほか、新しく改善された
バージョンの策定にも着手し、GMBA の山岳ポータルにオ
ンラインのデータ・アップローダーを実装してきました。
GMBA は、先端研究領域において、山岳土壌の生物多様
性に関する新たなワーキンググループを設置し、山岳研究
の国際会議、アジェンダ、各国環境政策への貢献を紹介す
る2 つのワークショップの開催において山岳の長期社会・
生態学的研究に関するワーキンググループを支援し、スイ
スの長期社会・生態学的山岳観測所構想のための開設資
金を得ました。また、地球観測グループ（Group on Earth 
Observations; GEO）山岳環境の観測と情報のグローバル
ネットワークによる山岳における重要な生物多様性と社会
変数に関するワークショップの開催に貢献しました。アウト
リ ー チ で は、GMBA は、GLP Open Science Meeting、
Ecosystem Service Partnership （ESP） Africa Regional 
Conference、ESP World Conference、International 
Mountain Conference、World Biodiversity Forum を 含
む、様々な会議の招待講演やセッションに参加しました。
GMBA は、国連食糧農業機関の Mountain Partnership と
の協働により、山岳生物多様性を考える2020 年国際山岳
デーに備え、「Tales of Mountain Biodiversity」というイニ
シアチブを始めました。2030年以降の山岳の優先課題、目
的、目標に関する交渉を支援するため、GMBA は、国連
環 境 計 画（UNEP）、GRID Arendal（GRIDA）、Mountain 
Research Initiative（MRI） と共に、「ポスト2020世界生物多

様性枠組み2.0における山岳の向上」と題した政策要旨の新
版を発行し、ポスト2020年枠組内の山岳向け指標に関す
るフォローアップ作業に従事しました。
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IGAC

地球大気化学国際協同研究計画（IGAC）のミッションは、コ
ミュニティの養成、能力開発、リーダーシップの提供を通
して、持続可能な世界に向けて大気化学研究を促進するこ
とです。IGAC は、隔年の学術会議、年間を通じての数多
くのテーマ別ワークショップ、IGACnews、月刊の eBulletins、
その他告知などのコミュニケーション戦略を通じて、コミュ
ニティを養成しています。IGAC は、若手研究者プログラム
や各国／地域ワーキンググループを通じて能力開発を行っ
ています。IGAC は、コミュニティがリードする数多くの学術
活動を通じて知的リーダーシップを提供しています。2019
年、IGAC の対流圏オゾン評価報告書（Tropospheric Ozone 
Assessment Report; TOAR）が、 査 読 付 き 刊 行 物8 冊

（Elementa 特別コレクション）と地表オゾン観測のオンライ
ンデータベースのセットとして刊行されました。TOAR は、気

候、人間の健康、穀物／生態系生産性へのオゾンの影響
に関する安定した測定基準を提供しています。

Integrated History And 
Future Of People On 
Earth （IHOPE）

地球上の人類の歴史と未来に関する統合プロジェクト 
（IHOPE）は、地球システム科学と社会科学及び人文科学を

組み合わせた長期的な人間規模の視点を提供する、統合
的な枠組を用いた、研究者と研究プロジェクトのグローバ
ルネットワークです。2019 年、IHOPE のメンバーである
Tom McGovern 氏とその同僚たちは、UNESCO との共同
プロジェクト BRIDGES を取り決めました。この新たなサス
テイナビリティ学の連合は、人文科学、社会科学、地域固
有あるいは伝統的な知の視点を地球の持続可能性のため
の研究、教育、行動に融合するものです。ナショナルジオ
グラフィック協会は、IHOPE と共同で、「永続的影響：持

続可能性の考古学」と題した提案依頼書を発行しました。こ
れは、これまでの人間と環境の相互作用の理解を深め、現
代の環境・気候危機の緩和に貢献するべく、考古学的及
び古環境学的データの分析に焦点を当てたものです。2019
年 後 半 に、「If the Past Teaches, What Does the Future 
Learn?」という IHOPE ワークショップの第三回目（最終回）
が、US National Socio-Environmental Synthesis Center 

（SESYNC）で行われました。このプロジェクトは、長く続い
た古代都市が、持続性のある未来の都市の計画において
どのように役立つかを調査するものです。こちらについて
は、 デルフト大学のオ ー プンアクセス誌『Research in 
Urbanism Series』 にて発表されるされる予定となっていま
す。主要な成果として挙げられるのは、多くの物質的ある
いはマネジメントの規模や背景において、都市地域の寿
命で測られるような永続性が多様性と柔軟性に密接に関係
しているというものでした。

iLEAPS

統合陸域生態系－大気プロセス研究計画（Integrated Land 
Ecosystem-Atmosphere Processes Study; iLEAPS）は、生
態系・大気交換の分野における世界の科学的研究のコミュ
ニケーションハブ及びコーディネーターとして活動していま
す。iLEAPS は、相互に作用する生物学的、化学的、物理
的プロセスが、あらゆる規模において陸域と大気の接点を
通じてどのようにエネルギーや物質を運んでいるか、また、
これらの移動がどのように主要な社会問題に影響を与える
かについて理解を深めることを目指しています。このネット
ワークは、iLEAPS の科学者たちを健康、生物多様性、気

12



候、食糧、燃料安全保障に関する主要な社会的課題、及
び国連の持続可能な開発目標（SDGs）に結び付けています。
2019年、iLEAPS 科学運営委員会（SSC）は米国コロラド州
ボルダーで会合を開き、フューチャー・アース米国グロー
バルハブ、ならびに他のグローバル研究プロジェクトAIMES
及び IGAC と連携を強化しました。iLEAPS は、オーストリ
ア で 開 催 さ れ た 2019 European Geosciences Union 
General Assembly に続き、揮発性有機化合物の流動と化
学に関するワークショップを開催しました。さらに、iLEAPS
は若手研究者を対象に、アムステルダムでは Institute for 
Advanced Metropolitan Solutions での都市流動のモデル
化と観察について、米国コロラド州ボルダーでは、空気質
と生態系の相互作用について２つのワークショップを開催
しました。

Integrated Marine Biosphere 
Research （IMBeR）

海洋生物圏統合研究 （IMBeR）は、持続可能で生産力のあ
るかつ健全な海洋に向けた様々な研究テーマを通じ、統
合的海洋研究を促進しています。2019年、IMBeR は、海
洋の持続可能性に関する学際的議論を始めるために、フ
ラ ン ス の ブ レ スト に て Future Oceans Open Science 
Conference を主催しました。議論は、（i）海洋生態系の状
態と変動の理解と定量化、（ii）未来の海洋・人間システム
のシナリオ、予想、予測の改善、（iii）持続可能な海洋ガ
バナンスの改善と達成、という3つのテーマに焦点が置
か れ ま し た。 ま た、IMBeR は 同 会 議 で、 新 た に
Interdisciplinary Marine Early Career Network（IMECaN）
を発足させ、特に南の発展途上国において、政策関与と
科学コミュニケーションでの協働、研修、リーダーシップ
を発展させるような交流の場を提供しています。

Integrated Risk 
Governance （IRG）

統合リスクガバナンスプロジェクト（IRG）のミッションは、人
間社会を安全に保護し、 国連の持続可能な開発目標

（SDGs）を達成するために、極端な自然事象の悪影響を削
減することです。2019年7月、IRG は中国政府の支援を受
けて、中国の西寧市で科学運営委員会会合を開催し、同
国の青海高原と深圳市で二つの国際シンポジウムを共催し
ました。両シンポジウムでは、ビッグデータ、AI、ブロッ
クチェーンなどの新たな IT 技術の利用や）やシステムリス
クとそのダイナミックなプロセスについての科学界の理解
が深まることによって、自然災害の影響に対処する際に、
政府、企業、科学者、市民社会に新たな機会を与えると
結論づけました。
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Monsoon Asia 
Integrated Research For 
Sustainability（MAIRS）

モンスーンアジア統合地域研究（MAIRS）は、アジアモン
スーン地域における社会と地球システムプロセスの総合研
究のための地域コンソーシアムです。2019年には、同ネッ
トワークは寄与団体として様々な国際的なワークショップに
関与しました。例えば、アジアは中国の南京で開催された
食料、土地、エネルギー及び水システムのワークショップ

（2019年5月）、同じく中国の北京市で開催された、第８回
Congress of the East Asian Association of Environmental 
and Resource Economics（2019年8月）、Future Risk, Future 
Earth をテーマとする CORDEX 2019 Side Event （2019 年
10月）、Beijing Forum での環境の健康（Environmental 
Health) に関するサブフォーラム（2019年11月）などです。

oneHEALTH

2019 年、oneHEALTH は、 政府パートナー、 地元大学、
NASA が参加する、南アフリカのリフトバレー熱の生態学、
疫学、経済学についての新たなプロジェクトを米国国防省
から拝命しました。近年の事業の主要な成果を反映した論
文は、EcoHealth 誌の土地利用変化に関する特集で発表
されました。 プロジェクトメンバ ー は、Consortium of 
Universities for Global Health の Planetary Health ワーキ
ンググループ、ヘルス KAN の活動、及び One Health に
関する Lancet Commission に参加しました。同グループ
は、国連　ポスト2020生物多様性世界枠組のための One 
Health 目標の初期構想と指標の開発をリードし、また、
2020年前半活動は、COVID-19のパンデミックへの取り組
みがニューヨーク・タイムズ紙に取り上げられました。

Surface Ocean-Lower 
Atmosphere Study

（SOLAS）
海洋大気間物質相互作用研究計画（SOLAS）は、海洋と大
気間の主要な生物地球科学・物理学的相互作用とフィード
バックに対する理解を深めることを目指しています。2019
年、SOLAS は新たなウェブサイトを開設し、Open Science 
Conference 2019を日本の札幌で開催し、その中の気候介
入の議論への SOLAS の科学貢献に関する終日のワーク
ショップには30カ国190名が参加しました。SOLAS の気候
介入に関する意見表明報告書によって主張されているよう
に、このような議論は、健全で強固な科学に基づいてい
なければいけません。SOLAS コミュニティは、気候介入の
議論に多面的貢献を行う極めて専門的な知識を持ち、ま
たその責任を負っています。温暖化予測地球システムモデ
ルにおける、エアロゾルとその気候活動的変化の表現方法
を改善する緊急の必要性に応える形で、SOLAS が協賛した、
Biogeochemical Processes at Sea Ice Interfaces （BEPSII） 
及 び Cryosphere and Atmospheric Chemistry （CATCH） 
に関する2つのワーキンググループは共同で極域大気と海
洋間の光・生物地球科学的フィードバックを調査する共同
プロジェクトを発足させました。
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bioDISCOVERY

bioDISCOVERY グローバル研究プロジェクトは、生物多様
性と生態系科学に関する学際的協働を促進しています。今
年、bioDISCOVERY は、チューリヒ大学の地球変動と生物
多様性に関する優先的プログラムと共に、部門を超えた今
後10年の焦点として生物多様性の重要課題を再定義して設
定するために、世界生物多様性フォーラムを初開催しまし
た。スイスのダボスで行われた、この5日間の学術会議に
は、一流の研究者、若手研究者、実務家、政策決定者、
社会的アクターをなど500 名以上が参加しました。この
フォーラムの終了時には、参加者によってダボス決議が採
択されました。

Past Global Changes
（PAGES）

過去の地球変化プログラム（PAGES）は、未来予測のため
に地球の過去環境の理解を目指す科学を支援しています。
PAGES の関心の範囲は、数世紀から数千年を遡る様々な
時間規模における、物理的気候システム、生物地球化学
的サイクル、生態系プロセス、生物多様性、人的側面に
及びます。2019年、PAGES は、ターゲットを絞ったワーク
ショップ、科学論文発表に関するウェビナー、国際第四紀
学連合（INQUA）の第20回大会や第14回国際古海洋学会議
での会合を通じ、若手研究者のネットワークを対象とした
多くの活動を支援しました。さらに、アクセス可能な形で
かつ教育的に古科学を伝えることを目指す『Past Global 
Changes Magazine』 は、「海面上昇の古制約」と「海洋環
境と炭素循環」に関する2つの号を刊行しました。この一年
は、PAGES の様々なワーキンググループは、ほかにも多く

の活動（ワークショップ、シンポジウム、会議セッション）を
行い、数多くの成果（シンセシス、論文等）を刊行しました。

Programme on 
Ecosystem Change and 
Society（PECS）

生態系変化と社会に関するプログラム（PECS）は、社会・
生態学システムのスチュワードシップや、それらのシステ
ムが生み出すサービス、そして、生態系・人間の福祉・生
活・不平等・貧困の関係性に関する研究を統合することを
目指しています。PECS の研究は、国際的な範囲において、
比較による、場所に根ざした研究を中心とした、様々な学
際的アプローチや方法を用います。PECS は、その10周年
記念として2020年『Ecosystems and People』で特集号を担
当することになり、その準備のため、PECS のメンバーは、
2019年12月、ドイツのリューネブルクのロイファナ大学に
集まり、必要な内容を検討しました。また PECS は2019年、
中心的な地域コーディネーション組織になるべく、拡張プ
ロセスを開始しました。近い将来には、さらに北アメリカ
とラテンアメリカの2つのネットワークが、地域の代表者を
幅広く確保するために設置される予定です。
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アース・コミッション 
（Earth Commission）

アース・コミッションは、自然科学と社会科学をリードす
る科学者のグループであり、安全で公正な地球のため
の、科学を根拠とした目標の策定を支えるよう重要な研
究成果の統合の準備をしています。アース・コミッショ
ンは、グローバル経済の転換を目指す、科学、企業、非
政府組織のネットワークである、グローバル・コモンズ・
アライアンスの科学的基盤となっています。アライアンス
は、グローバルコモンズ、すなわち、健全な土地と海
洋、淡水、生物多様性、安定した気候という私たちみな
が依存している共有資源を保護するための、科学を根拠
とした目標を求める企業や都市の明確な要請に応えてい
ます。アース・コミッションは、フューチャー・アースの
ネットワーク中の専門知識を活用しています。そのメン

バーは、2019年9月、専門家への公募を経て任命されま
した。発足会合は2019年11月に開催され、アース・コ
ミッションの科学的アプローチ、運営モデル、分析の特
定の側面を担う専門家ワーキンググループを設定しまし
た。2020年初め、同コミッションは、自然科学を根拠と
した目標のプロトタイプを策定する重要な会合に、グロー
バル・コモンズ・アライアンスと共に参加しました。ま
た同コミッションは、生物多様性条約の2020年以降の世
界的な生物多様性の枠組にむけた生物多様性目標の策
定を支援する科学的エビデンスのベースを統合するため
に、生物多様性科学の広範なコミュニティとのワーク
ショップを開催しました。2020年の後半には、同コミッ
ションの5つのワーキンググループが全て発足し、その概
念的枠組に関する査読付き刊行物が作成される予定で
す。

地球システムの目標値（Earth Targets）

フューチャー・アースは、分野横断的な研究テーマを通じ、研究ネットワーク内の超学際的研究をコーディネイ
トしています。地球規模の体系的課題に対する解決策を生み出すには、地球システム全体からアプローチする
必要性があるとの認識から、2018年以降、主に「地球システムの目標値（Earth Targets）」のコンセプトに主眼をお
いて活動しています。このテーマのもと、「アース・コミッション（Earth Commission）」と、「科学を根拠とした持続
可能性の道筋（Science-Based Pathways for Sustainability）」という２つの取り組みを継続的に行っています。

目
　
標

目　標

目　
標

目
　
標

目
　
標

気
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土
地

生物多様性

水

海洋
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科学を根拠とし
た持続可能性の
道筋 （Science-
Based Pathways for 
Sustainability）

「科学を根拠とした持続可能性の道筋（Science-
Based Pathways for Sustainability) 」の取り組み
は、水、気候、海洋、及び土地に関する「生命を支
える持続可能な開発目標（Life-Supporting Sustainable 
Development Goals）」の道筋を定義し、実行するのに
必要な知識を結集することを目的としています。この取り
組みの方法論的枠組は、フューチャー・アース　コミュニ
ティの科学者の中核となるチームと共に策定され、以下の3つ
の主要な要素に基づいています。すなわち、（i）参加型シナリ
オの策定、（ii） SDGs の相互作用の評価及び（iii）変容の分析です。
この取り組みの試験段階は、2019年5月にフランスで始まり、研究、
実務分野から120名を超える参加者が集まりました。その後2019年10
月と11月に、生物多様性と淡水に関する道筋を探る複数のステークホ
ルダーからなる2つのワークショップが開催され、その最初の成果が様々
な国際会議の場で発表されました。今年度は、活動を他の国や地域に広げ
る取り組みもなされました。例えば、フューチャー・アース フィリピン プログ
ラムが開催するワークショップや、フューチャー・アースドイツ委員会と英国委
員会の取り組み、カナダでの資金調達、アジア及びアフリカ地域事務所との取り
組みの実施や資金確保に関する継続的議論などです。さらに、フランスの土地と海
洋それぞれに焦点を当てた2つのワークショップ及びスケールを超えた相互作用に関
する国際ワークショップが、2020年後半に予定されています。
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デジタル時代における持続可
能性 （Sustainability in the 
Digital Age）
グローバルな持続可能性の課題の複雑さを知るにつれ、こ
れらの課題に緊急に取り組むためには、広範な社会変容
が必要になるというコンセンサスが高まっています。ビッ
グデータ、人工知能、ブロックチェーンなどのデジタル技
術は、すでに歴史上比類ない規模とスピードで、社会変
容を推進しています。デジタル時代が人 と々地球に利益を
もたらす潜在的可能性は、巨大です。可能性をとらえ、リ
スクを最小限にするためには、研究者、技術イノベーター、
政治及びビジネスのリーダー、市民社会、そして市民が、
すでに進行している変革が、私たちが望む安全な気候で
衡平性のある世界に向かうよう、協力して舵取りしていか
なければなりません。「デジタル時代における持続可能性

健全で衡平性のある地球にむけた社会変容

気候変動、生物多様性の損失や拡大する不平等のような地球規模で相互に関連し合った課題に直面し、適応
だけでは不十分であるという新たな認識が生まれてきました。これらの課題に正面から取り組むためには、社
会の基本的行動様式を完全に変容させなければなりません。フューチャー・アース　コミュニティは、（下記
の2つの取り組みをはじめとする）このような取り組みに焦点を置き、多重に交差する社会的・生物物理学的・
技術的観点からシステム転換に向け、集合的に継続して取り組んでいます。

（Sustainability in the Digital Age）」  は、グローバルな持
続可能性と衡平性を高めるデジタル革命を推進する機会を
探究し、それに基づいて行動するための専門家の国際ネッ
トワークを構築する取り組みです。ここ1 年で、フュー
チャー・アースは、学界、ビジネス、政府、市民社会から
なる250 人を超える専門家と連携し、「持続可能性のため
の デ ジタル デ ィ スラプ シ ョ ン（Digital Disruptions for 
Sustainability）」と題した研究・イノベーション・行動ア
ジェンダ（D∧2S アジェンダ）を策定しました。この取り組み
には、2019年8月に D∧2S アジェンダの策定を指揮した専
門家諮問委員会の開催、英国人工知能局（UK Office for 
AI）、 人工知能とデジタル技術の社会的影響に関する
国際観測所 （International Observatory on the Societal 
Impacts of Artificial Intelligence and Digital Technologies: 
OBVIA）、フランス国立科学研究センター（CNRS）との連携
による2019 年9月のワークショップの主催などが含まれま
す。後者のワークショップは、英国研究・イノベーション

機構（UK Research and Innovation: UKRI）とフラン
ス国立科学研究センター（France’s Centre National de la 
Recherche Scientifique: CNRS）と提携した、カナダ高度研
究 所（Canadian Institute For Advanced Research: CIFAR）
の AI & Society Series の一環として支援を受けました。2020
年3月に公式に開始した D∧2S アジェンダは、４つのデジタ
ルディスラプター（前例のない透明性、知的システム、マ
ス・コラボレーション、複合現実）が、持続不可能で衡平
性の低い道を歩む社会を維持する支配的な経済・ガバナ
ンス・認識システムをどのように移行させつつあるかを探っ
ています。これら3つのシステムの中で、システム転換の強
力なレバーが特定されており、本アジェンダは、それらの
レバーが及ぼす変革への潜在的な影響、またそれらを舵
取りし、拡大するために必要なこと、さらに生じうるリスク
を検証しています。
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指数関数的気候アクションロードマップ 
（Exponential Roadmap 1.5）

Exponential Roadmap 2019は、2030年までに世界中で地球温暖化ガ
スの排出量を半減させるために指数関数的に拡大しうる36の解決策

を明らかにしています。解決策の規模拡大は、明敏な政策、企業
と都市の気候変動に関する指導力、急進的な潜在力を持つグ

リーンな解決策への財政と技術の移行によってもたらされま
す。9月に発行され、ニューヨークでの2019年国連気候行動

サミットで発表された本ロードマップは、「1.5℃の野心に
応える （Meeting the 1.5℃ Ambition）」という野心的な

ナラティブで補足されています。このナラティブは、世
界の平均気温上昇を産業革命前の水準からちょうど

1.5℃までに抑えることの重要性を概説し、私たち
がその達成からどれだけかけ離れているかを示

し、この野心を満たす解決策を提示していま
す。この指数関数的ロードマップの取り組み

には、フューチャー・アースが連携すると共
に、WWF、エリクソン、Sitra Innovation 

Fund、Stockholm Resilience Centre、
Mission 2020、KTH（スウェーデン王

立工科大学 ）、Internet of Planet
のような、イノベーター、科学者、

企業、NGOが参画しています。 
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2019 年6月、欧州宇宙機関は、高地の気候変動とその影
響をモニターするために、気温、降水量、雪、日射、風
などといった、最も重要な気候変数を特定することによっ
て、山岳における環境変動の理解を深める支援をしました。
山岳研究イニシアティブ（Mountain Research Initiative）と
地球観測グループの山岳環境における観測と情報のため
のグローバルネットワーク（Group on Earth Observation’s 
Global Network for Observation and Information in 
Mountain Environments: GEO-GNOME）が共催した、スイ
スのベルンでのワークショップは、データ収集プロトコル、
標準の指標及び主要な基準を特定し、高地地域への適用
を可能にする現地及びリモートセンシングのアプローチを
リスト化しました。2019年7月、15カ国からの参加者がコ
ロラド州ボルダーに集まり、第5 回学際的バイオマス燃焼
イ ニ シ ア チ ブ（Fifth Interdisciplinary Biomass Burning 
Initiative）が開催されました。バイオマス燃焼は、大気化
学や気候に重要な役割を果たす大量の微量ガスやエアロ
ゾルを大気中に放出しており、気候変動が短期的・長期的

欧州宇宙機関との共同研究

フューチャー・アースは、欧州宇宙機関（European Space Agency: ESA）気候局（Climate Office）と提携し、持
続可能性へ向けた変革を支援する地球観測衛星データの使用に関する革新的な方法を奨励しています。この
提携は、フューチャー・アースと地球観測及び気候コミュニティとのつながりを強化し、ESA の戦略的な方向
性が、フューチャー・アースの確かな科学によって導かれることを確実にしています。

にバイオマス燃焼の頻度、強度、期間、場所にどのような
影響を与えるかは不明です。会議では、世界各地の野外
のバイオマス燃焼の科学的研究と理解を向上させ、新しい
衛星観測装置の恩恵を最大限に享受するために、米国と
欧州の取り組みをどのように活用するかについて議論され
ました。また、参加した科学者の研究活動の結果に世界
中の他のグループがアクセスできるようにすることで、将

来の研究努力の向上に貢献する計画も策定されました。
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ネットワークの構築と 
結集
社会の結びつきがますます強くなる中、フューチャー・アースは、科学、政治、ビジネス、市民のリー
ダーを繋ぐネットワークの力を活用し、複雑な環境問題を協力的に解決する方策をもたらしています。 

フュー チャー・アースの強みの多くは、 私たちのコミュニティである知と実践のネットワーク
（Knowledge-Action Networks: KANs）、国や地域の組織、科学資金提供者や若手研究者との継続的

な協力関係にあります。フューチャー・アースは、学界、ビジネス、非政府組織、政府が一堂に会し、
グローバルな持続可能性の課題に取り組む、今までに類を見ないイベント、持続可能性研究・イノ
ベーション会議（Sustainability Research and Innovation Congress）の初回開催に向けた準備にも力を
注いできました。
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知と実践のネットワーク（Knowledge-Action Networks: KANs）

緊急リスクと極端事象
緊急時リスクと極端事象 KAN は、極端事象、災害リスク
軽減、ガバナンスを研究する様々な分野からなる科学コ
ミュニティと情報を交換し、共同研究活動に従事するため
のオープンなプラットフォームを提供しています。緊急時リ
スクと極端事象 KAN は、フューチャー・アース、災害リス
ク 統 合 研 究 計 画（Integrated Research on Disaster Risk: 
IRDR）、世界気候研究計画（WCRP）の共同イニシアチブで
す。本ネットワークの2019年のハイライトの一つに、ドイ
ツのハノーバーでの「極端事象に関するヘレンハウゼン会
議：気候に強い社会の構築」の開催が挙げられます。会議
では、30か国から130人を超える科学者や実務者が集まり、
主要な障害と障害を克服する方法を特定し、研究やベスト
プラクティスの設計と実行のための戦略的アジェンダを策
定することを目的に、異常気象、社会的レジリエンス、持
続可能な開発目標の関係を議論しました。その他のハイラ
イトとして、AGU2019 年秋大会での KAN におけるオープ
ンな協力を呼びかけるタウンホールや、書籍『異常気象と
影響とリスク評価に対する影響 （Climate Extremes and 
Their Implications for Impact and Risk Assessment）』の
出版が挙げられます。

金融と経済学
2019年、金融と経済学 KAN は、ネットワークの未来を計
画するために著しい努力をしました。同 KAN は、活動計
画を作成し、活動の幅と規模を増大するネットワーク開発
チームの募集を行いました。また同 KAN は、Organization 
and Environment 誌に『人新世の金融と管理（Finance and 
Management for the Anthropocene）』と題する論文を発
表し、『Palgrave Studies: フューチャー・アースの協力による
持続可能な事業 （Palgrave Studies in Sustainable Business 
In Association with Future Earth）』と題した書籍も出版しま
した。後者は、持続可能性を生み出し、環境に配慮した組
織を創造するため、人新世の事業と経済モデルの再開発
に資することを目的としたものです。本ネットワークは、
データ集約型の複雑系に焦点を置いた研究を行うため、
Complex Systems Society との連携を始めるとともに、
Sleeping Financial Giants イニシアチブ主催の東京での
ワークショップにも参加しました。最後に、同ネットワーク
は、『 地球における私たちの未来2020（Our Future on 
Earth 2020）』 報告書の「金融：グリーンな目標のために資
金 を 生 か す （Finance: Making Money Work for Green 
Goals）」という章を寄稿しました。

健康
健康 KAN は、2019年5月、台北にて初会合を開催し、正
式に発足しました。Anthony Capon 教授と Kristie Ebi 教
授が共同委員長を務める開発チーム（DT）は、90名を超え
る参加者を集め、気候変動、生物多様性の損失、土地利
用の変化などの問題に直面する中、世界共通の健康の脅
威を解決する方法を議論しました。参加者は、人間の健康
の推進と保護を促進するために、国境を超えた共同研究と
活動を強化するための戦略的ガバナンス計画を策定しまし
た。さらに、研究アジェンダが策定され、知の実践と実行
のための戦略も議論されました。開発チームは、事業を
前進させるため、運営委員会（SC）の創設と諮問グループ

（AG）の再編に向けた国際公募を行いました。SC は、2020
年に活動を開始し、広く配信されているブログ記事を査読
原稿として改訂、提出し、政策提言に発展させ、COVID-19
の拡散の抑制とその影響の緩和のための行動にむけた貢
献をしました。また SC は、Horizon 2020 の公募「低炭素
で気候変動に耐性のある未来の構築：パリ協定を支える
気 候 変 動 対 策 （Building a Low-Carbon, Climate Resilient 
Future: Climate Action in Support of the Paris Agreement）」
について、AG と緊密に協力し、受け入れ機関としてのプ
ロセス策定と気候と健康に関する Knowledge Accelerator
を用いた応募申請を行いました。
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自然資産
自然資産 KAN は、人新世における地球システムの機能を研究しており、持続可能な

開発目標15「陸の豊かさを守ろう」に積極的に貢献することを目指しています。2019
年から2020 年には、自然資産 KAN のメンバーは、『地球における私たちの未来

2020（Our Future on Earth 2020）』報告書の生物多様性の章に寄稿しました。「ほ
どけつつある生命の綱 （The Unravelling Web of Life）」と題されたこの章は、

2020年後半に生物多様性条約を通じて新たな世界的な生物多様性の枠組を
いかに取り決めうるかを探究しています。ポスト2020目標の策定は、世界

の生物多様性を保全し、回復させる新たな野心的な行動計画を策定す
る重要な機会を提供します。

海洋
2019年、海洋 KAN は、同ネットワークのための戦略計画とガ

バナンス文書を策定し、国連「持続可能な開発のための海洋
科学の 10 年」の第1 回世界計画会議に参加しました。この

第1 回の会議には、海洋 KAN の開発チームの共同委員
長である Anna Zivian 氏と2名のポスドク研究員（フュー

チャー・アースの PEGASuS より資金提供を受けてい
る）が出席し、次の10年間（2021年～2030年）の持

続可能な開発を支援するのに必要な共通のビジョ
ン、説明、知識の確立にむけて貢献しました。
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PEGASuS II の下、カリフォルニア大学サンタバーバラ校の
National Center for Ecological Analysis and Synthesis

（UCSB-NCEAS）と提携して、フュー チャー・アースは、
2019 年に2 つのワ ー キンググル ープを支援し、UCSB-
NCEAS を拠点とする2名の博士研究員の支援を継続してい
ます。両ワーキンググループには、海洋 KAN 開発チーム
のメンバーが含まれています。

持続可能な消費と生産の 
システム
持続可能な消費と生産のシステム（SSCP）KAN は、消費慣
行、生産条件だけでなく、消費主義的なライフスタイルを
促すライフサイクルの影響や、経済的・政治的・社会的・
文化的要請など、供給システム全体に取り組む必要性を強
調しています。同ネットワークは現在、政治経済学、都市
における持続可能な消費と生産、社会変容、持続可能な
消費と生産のコミュニケーション、グローバルなバリュー
チェーン、循環経済をテーマとする6つのワーキンググルー
プを擁立しています。COVID-19のパンデミック発生を受け
て、同ネットワークは「COVID-19 と持続可能性への移行」
というイニシアチブを展開しました。同イニシアチブは、
300名を超える参加者を集めた対話型オンライン・オープ
ンフォーラムの開催（2020年3月）を通じて、パンデミックの
行動的・制度的側面を理解し、同ネットワークが持続可能
性への移行にどのように貢献できるかを探ることを目指し
ました。また SSCP KAN は、アジア地域センターと連携し
て、「持続可能な消費と生産のシステムが SDGs 達成に不
可欠な理由」と題した国際シンポジウムを開催しました

（2020年2月）。

都市
2019 年、 都市 KAN 開発チームは、Cities IPCC Science 
Conference の成果として、世界気候研究計画と共に、『都
市と気候変動学に関する世界研究行動アジェンダ （Global 
Research and Action Agenda on Cities and Climate 
Change Science）』という報告書を作成する上で非常に重
要な役割を果たしました。同ネットワークは、持続可能性
のための都市学、政策、実践のネットワーク化に関する論
文も作成しました。同ネットワークの財源は、人新世にお
ける都市のレジリエンスの自然を基盤とした解決策を開発
するプロジェクトである、NATURA プロジェクトと米国国立
科学財団（NSF）のアクセルネットへの公募を通じて得られ
ました。本 KAN の開発チームは、フューチャー・アース　
オーストラリアとオーストラリア国立大学の主催で、オース
トラリアのキャンベラで会合を開き（2019年11月）、ネット
ワークの事業アジェンダ、主要課題、持続可能性のための
変容をもたらし、加速させうる分野を定義しました。また、
都市に関する主要な研究優先課題の暫定リストと都市にお
ける変容に関する刊行物を草案化し、作成中です。本 KAN
は、コミュニティにより役立つ方法についてネットワー
クの活力に関する調査を実施し、ウェビナー開催の可能
性を探りました。最後に、都市 KAN は、持続可能性研
究・イノベーション会議2021（Sustainability Research & 
Innovation Congress 2021）での「世界の都市の持続可能
性への急速な移行のための都市科学」のセッションを申請
し、採択されました。

水・食糧・エネルギーの 
ネクサス
水・食糧・エネルギーのネクサス KAN は、水・食糧・エ
ネルギーシステムの相互作用及びそれらのトレードオフと
相乗効果をより良く理解するための知の生産を促進するこ
とを目指しています。同 KAN の 2019 年のハイライトの一
つは、フューチャー・アースの『地球における私たちの未
来2020』報告書に対する多大な貢献です。ネットワーク共
同議長の Pamela Katic 氏と議長の Jiaguo Qi 氏は、「食糧：
世界安全保障の再考 （Food: Rethinking Global Security）」
と題する章を運営委員会メンバーの協力を得て共同執筆し
ました。水・食糧・エネルギーのネクサス KAN は、関連
する問題と研究の政策への影響を明らかにする『Nexus 
Journal』の創刊にも取り組んできました。同 KAN は、中
国やメコン川流域諸国における水・エネルギー・食糧・
土地の枠組に関する提案書の策定に関して、Monsoon 
Asia Integrated Research for Sustainability（MAIRS-FE）と
共同作業も行っています。最後に、同ネットワークは、ア
フリカにおける持続可能な開発とアフリカ大陸の未来を形
作る上での科学と社会的関与の役割についての第2回ウェ
ビナーシリーズの制作にも携わりました。



地域組織：世界からの最新情報

アジア

今年度、アジア地域センターは、総合地球環境学研究所（RIHN）と連携し、能力開発、共創、超学際研究の実践に関する短期集中プログラムである、TERRA（Transdisciplinarity for 
Early CaReer Researchers in Asia）スクールを開始しました。2019年12月に若手研究者が同プログラムに参加し、アジアで人類が直面する課題に取り組む方法を探究しました。翌年
には、アジア地域センターは、食糧消費と生産がポスト成長経済でどのようになりうるか、また地域的・世界的規模で持続可能性を高めるためには、労働、貿易、日常生活におい
てどのような体系的変革が必要かについて、「持続可能な消費と生産のシステム」に関する知と実践のネットワークと共に国際シンポジウムを主催しました。
今年度のその他の活発なネットワークと活動として、フューチャー・アースのメンバーが協力して策定した日本学術会議による「気候変動に関する緊急声明と行動要請」、中国国内委
員会が支援した複数の国際会議、韓国国内委員会が開催した2019年フューチャー・アース東アジア国際シンポジウムなどが挙げられます。フューチャー・アース フィリピン プログラ
ムは、「知と実践プロジェクト」を策定するため、複数の国内ワークショップを実施したほか、「持続可能性に向けた科学に基づく道筋」のためのフィリピンワークショップを2020 年後
半に予定しています。フューチャー・アース台北は、2019年5月に健康 KAN のシンポジウムと発足会議をサポートし、フューチャー・アースのアジア地域研究活動として承認された、

「アジアの汚染のための健康調査と空気センシング」という新たな地域研究の取り組みに関する研修ワークショップを開催しました。また、テーマ別の持続可能性科学を促進するため
に、KAN に関連した7つのワーキンググループを設置し、フューチャー・アースの刊行物である『地球における私たちの未来2020 （Our Future on Earth 2020）』の刊行記念イベントを
開催し、幅広く出席者を集めました。フューチャー・アース オーストラリアでは、早期キャリア研究者・実践者（Early Career Researcher and Practitioner: ECRP）執行チームが、ECRP
を前進させるための助言的指導を提供するために設置され、沿岸域の未来に関するワークショップでは若手研究者や実務家が一堂に会し、学問分野を超えて取り組みやネットワー
クを共有しました。また、フューチャー・アース オーストラリアは、2019年11月に都市 KAN 運営委員会会合も主催し、その年の終わりには、広範な協議プロセスを通じて開発され、
オーストラリア中の主要な都市研究、実務、政策の専門家によって監督された、『持続可能な都市と地域のための10年戦略（10-Year Strategy for Sustainable Cities and Regions）』を
刊行しました。2021年にブリスベンで開催予定の第1回持続可能性研究・イノベーション会議（Sustainability and Research Innovation Congress）に向けた準備も続いています。
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欧州

複数の欧州の各国組織が、フューチャー・アースの「気候変動について今伝えたい、『10の重要なメッセージ （10 New Insights in Climate Science 2019）』の策定と普及に参加しまし
た。ネットワークの個々の活動には、以下のハイライトも含まれています。フューチャー・アースフィンランドは、2019年11月にヘルシンキ大学で気候変動と健康に関するパネルイ
ベントを開催して多くの出席者を集め、北ユーラシア、とりわけ北極・寒帯地域と中国に焦点を置いた、気候、大気質、環境、教育、研究インフラの学際プログラムである PEEX

（「Pan-Eurasian Experiment」）との共同研究を続けました。フューチャー・アースドイツ国内委員会は、今年度、複数の活動を通じて欧州における知の交流を拡大しました。
例えば、社会のレジリエンスと異常気象に関するワーキンググループは、今年度、ヘレンハウゼン国際会議を開催し、30の国と国連機関から130名を超える科学者と実務家の参加を
得、人間の幸福と持続可能な開発に対する脅威としての異常気象の役割を議論しました。持続可能な労働に関するワーキンググループ は、労働社会における社会・生態学的変容
に関するポジションペーパーを刊行し、フューチャー・アースドイツ国内委員会は、『地球における私たちの未来2020（Our Future on Earth 2020）』報告書の刊行に向けて、執筆者や
国内委員会メンバーを招いてドイツ語によるウェビナーのライブ配信を行いました。
アイルランド国内委員会も、国内の持続可能性コミュニティを積極的に動員し、例えば、アースデイ2020に向けて、その分野のアイルランドの専門家が出演する多くのビデオを作成
しました。スロバキア国内委員会は、景観の多様性と生物多様性に関するシンポジウムを開催し、スイスは、フューチャー・アースの4つのグローバル研究プロジェクト（GRP）である
PAGES、GMBA、GLP、bioDISCOVERY 及びその関連活動を引き続き運営しました。英国国内委員会は、今後数年間の取り組みを導く3つの中核となるテーマとして、循環経済2.0、
ゼロ炭素社会への公正な移行、地球システムの目標値（Earth Targets）を選びました。英国王立協会を介して運営される Global Environmental Research Committee では、フュー
チャー・アースの研究について議論され、勧告を含む報告書がフューチャー・アース国際事務局と英国国内委員会に提出されました。ルーマニア国内委員会は、ルーマニアで2019
年12月から2020年2月にかけて行われた気候変動の影響、緩和、適応策に関する一連の学術会議の一環として、「地球温暖化の環境と社会への影響」という会議を共催しました。同
じく2月、ルーマニア国内委員会は年次会合を開き、『地球における私たちの未来2020（Our Future on Earth 2020）』の刊行記念イベントを開催しました。ロシアでは、新たに発足し
たロシア国内委員会が、6つの大きな持続可能性の課題に関する研究資金の公募を行い、世界の課題に関するサマースクールの構想を固めました。
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ラテンアメリカ

中東・北アフリカ（MENA）

本地域の取り組みは、フューチャー・アースの戦略的パートナーである、全アメリカ地球変動研究機関（Inter-American Institute for Global Change Research; IAI）の活動を中心とし
ています。昨年、IAI は、政策決定における科学コミュニケーションとラテンアメリカとカリブ海地域の政府機関への科学的インプットを強化するため、新たな科学・技術・政策（STeP）
奨学金プログラムを設置しました。同プログラムは、南北アメリカの課題解決に向けて健全な政策決定に取り組み、支援するためのエビデンスに基づいた政策を策定することに興
味を持つ若手から中堅の科学者を対象としたものです。IAI は、人間の福利に向けた地球変動への適応における生態系サービスの役割に関する6つの超学際的プロジェクトに対する
資金提供もしています。これらのプロジェクトは、学生や若手研究者が超学際的アプローチや科学と政策の接点への取り組みに関する知識を得る機会を提供しています。秋には、IAI
とフューチャー・アースは、チリのサンティアゴで開催された Transformations 2019会議の共同セッションで提携し、AGU2019秋会議にて共同ブースを運営しました。

2019年、中東・北アフリカ（MENA）地域センターは、GLP と iLEAPS のグローバル研究プロジェクトの地域オフィスを引き続きホストしました。今後、同地域センターはバーレーン大
学との協働で、2021 年2月に「MENA 地域における水：変化する世界への備え」と題する会議を主催する予定です。同会議では、地域の一流専門家や、プロフェッショナル、研究者
が一堂に会し、水問題の現状や、急速に変化する世界において同地域の水の安全保障を維持するという課題に対処する近年のトレンド、イノベーション及び実践的解決策を検討す
る予定です。
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アフリカ南部

フューチャー・アースアフリカ南部地域オフィス（FEROSA）は、2019年に南アフリカのプレトリアに所在する国家研究財団 （National Research Foundation; NRF）で地域ステークホル
ダープラットフォームを主催し、11 のアフリカ諸国から70 名以上の代表が出席しました。これを機に、NRF とフューチャー・アース国際事務局との間で覚書が最終化され、FEROSA
運営枠組 （Operational Framework）が発表され、オフィスの業務が本格的に開始されました。運営枠組みには、地域とクローバルの優先課題に重点を置いた研究アジェンダ、資金
調達及びガバナンス枠組が取り入れられ、FEROSA の戦略的5年計画（2021年～2025年）の礎になります。戦略的計画は、同地域の関連する研究やアウトリーチ活動をマッピングし
た状況分析に基づきます。その他の主な活動は、南アフリカイノベーション・ブリッジと科学フォーラムにおけるパネルディスカッションを主催し、影響力ある科学とイノベーション
の会話を活性化したことや、今後開催される生態系変化と社会に関するアフリカ南部・プログラム（Southern African Program on Ecosystem Change and Society; SAPECS）のワーキ
ンググループ会合への参加などです。

南アジア

2019年、フューチャー・アース南アジア地域オフィスは、ダイベチャ気候変動センター（Divecha Centre for Climate Change ; DCCC）及びインド理科大学院（Indian Institute of Science ; 
IISc）と協働し、様々なアウトリーチ活動の共同実施、ワークショップや会議の共催、政府機関や議会を含むステークホルダーの参画、ならびに多くの各国機関や国際機関との提携を
行いました。2019年の主要なイベントである「持続可能な水の未来に向けて」と題した水未来国際会議（Water Future International Conference）は、2019年9月にインドのベンガルー
ルで開催されました。この会議には世界中から700名の参加者が集まり、世界の水資源の課題の現状や水関連の SDGs の実施を加速するための将来の道筋を議論しました。その他
の主な活動には、Water Solution Lab の評議会の設置、南アジア地域オフィス評議会の設置とその第1回会合、及び2020年1月にインドのベンガルールにて MAIRS-FE と CCAFS が
共催した、「農業における気候変動への適応を加速するためのデジタルソリューション」に関する国際会議があります。また、南アジア地域オフィスは、多くの参加者が集まった『地球
における私たちの未来2020』報告書の刊行記念イベントも主催しました。
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持続可能性研究・イノベーション会議

1年を通じて、世界中から150を超える優秀なセッションの
提案が提出され、その約半数はフューチャー・アースのコ
ミュニティからのものでした。国際プログラム委員会の支
援のもと、複数の国や、学問分野、社会セクターから多様
な講演者が出席する幅広いプログラムが計画されていま
す。同イベントは、アクセスしやすいバーチャル参加、ゴー
ルドスタンダード、個々に検証される飛行機移動のカーボ
ンオフセット、そして宿泊と食事を含む会議の環境への全
体的な影響の徹底的評価も優先しています。さらに、SRI

フューチャー・アースとベルモント・フォーラムは、持続可能性研究・イノベーションに焦点を当てた国際会
議シリーズ（Sustainability Research and Innovation Congress; SRI2021）を創設するために提携しています。同
会議は、世界最高峰の研究・イノベーションコミュニティを集め、世界の持続可能性への転換を支援するた
めに学問分野とセクターを超えて取り組む予定です。同会議は、フューチャー・アース・オーストラリアと国
際公募によって選考された、オーストラリアの一流研究機関のコンソーシアムによって主催されます。2020年
6月に当初計画されていましたが、COVID-19の世界的な流行と参加者の健康と安全を懸念し、主催者は同会
議を延期し、2021年6月12日～15日にブリスベンで開催される予定です。

は、ウェビナー、ブログ、フェイスブックライブインタビュー
を含む、同会議に向けたバーチャル参加の機会を複数提
供する予定です。最後に、第1回会議の準備として、会議
主催者は、SRI2021に取り入れる、持続可能性科学と主要
なデザイン方針を向上するために SRI に取り入れるべき不
可欠な要素とは何かについての視点を聞くため、サンフラ
ンシスコでの AGU 秋会議（2019年12月）にてタウンホール
ミーティングを開催しました。

Sustainability Research + Innovation



32

PEGASuS2
フューチャー・アース、National Center for Ecological 
Analysis and Synthesis（NCEAS）、 コ ロ ラド 州 立 大 学
Global Biodiversity Center のパートナーシップである海洋
サステナビリティ（Ocean Sustainability）は、2019年初頭
に発足しました。同プログラムは、海洋関係の持続可能性
の課題に焦点を当てた二つの NCEAS のワーキンググルー
プを支援しています。一つ目のワーキンググループは、パ
ラオ国立海洋保護区の設置とモニタリングに重点を置き、
最終的に、2019年12月19日にパラオ大統領と国民に最終
研究報告書を提出しました。この報告書は、今までの保護
区の生態学的・社会経済学的影響を探究したものです。二
つ目のワーキンググループは、世界中の海洋の生物多様
性の現状と傾向を評価するために、国際的にに調整され
た持続的な海洋観測システムの実施を促進しています。ま
た、PEGASuS2は、NCEAS の両ワーキンググループと「海

PEGASuS

洋」知と実践のネットワークと共に研究している二人のポス
ドク研究員、Erin Satterthwaite 博士と Alfred Giron 博士
も支援しています。二人は、持続可能な開発のための国
連海洋科学の 10 年を通じて、科学政策に積極的に関与し
ています。

PEGASuS III と IV は、共に2020 年に発足する予定です。
PEGASuS III では、フューチャー・アースはアフリカ科学ア
カデミー（African Academy of Sciences; AAS）及びベルモ
ント・フォーラムと提携して、アフリカ諸国のための科学に
基づいた目標値と SDGs への道筋の策定をテーマとする国
際的超学際研究チームを発足させることに重点を置いた統
合的研究を支援する予定です。PEGASuS IV は、「take it 
further」助成金プログラムとして設置される予定で、ベル
モント・フォーラムの持続可能な都市の食糧・水・エネル
ギーネクサス  プログラムを通じて資金提供を受けた15の
国際的研究チームに機会を提供しています。

持続可能性科学を推進する初期助成金プログラム（Program for Early-stage Grants Advancing Sustainability 
Science; PEGASuS）は、フューチャー・アースのグローバル研究プロジェクト、知と実践のネットワーク及び新
たなパートナーが協力し、知識を深め、イノベーションを促進し、世界の持続可能性の課題に対するエビデ
ンスに基づく解決策を確立するために、直接支援として5年間に渡り200万ドルを提供するために創設されま
した。PEGASuS は、人間社会の健康と福利及び自然界に実質的な影響を与える自立的研究プロジェクトを生
み出すことを目指しています。
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地球リーダーシップ・プログラムは、2004年の Leopold
リーダーシップ・フェローであり、コロラド大学ボルダー
校環境研究プログラム教授の Sharon Collinge 博士が率
いています。2021年の北アメリカ・コホートへの募集が
プログラムの発足と共に始まり、ラテンアメリカ、欧州、
オセアニアの追加コホートも予定されています。来年を
通じて、地球リーダーシップ・プログラムの組織は、既
存のフェロー間の結びつきを深め、新たなフェローをプ
ログラムに加入させ、世界中で新たなプログラムを構築
することに努めつつ、進化し続ける予定です。

地球リーダーシップ・プログラム

北アメリカで20年間に200名超の持続可能性リーダーをトレーニングしてきた実績を経て、Leopold Leadership 
Program は、2020年3月に地球リーダーシップ・プログラム（Earth Leadership Program）として再発足しまし
た。この新たなプログラムは、スタンフォード・ウッズ環境研究所とコロラド大学ボルダー校と提携して、北
アメリカのみならず世界中のアカデミアにおける共同的リーダーの地域ネットワークを支援し、これらのネッ
トワークを共通の目的の下で繋げることを目指しています。地球リーダーシップ・プログラムは、Leopold 
Leadership Program を変革的にしてきた原則、すなわち学際的学習、協働しイノベーションする力がある未
来のリーダーの養成、解決策を重視した持続可能性研究に従事する、過去、現在、未来の学者間の繋がり
の推進、に取り組み続けています。
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今年は、二つの世界的なスコーピングプロセスが実施さ
れ、将来の CRA について科学コミュニティから意見を求め
ました。最初のスコーピング募集は、持続可能な消費と生
産のシステム （Systems of Sustainable Consumption and 
Production.） に焦点を当てたものでした。同スコーピング
は、フューチャー・アースとベルモント・フォーラムが共同
で作成した白書を基にしており、その白書は、世界の人口
が2050年までに96億人に達すると見込まれている背景を
もと、また有限な資源の利用可能性と現在の持続不可
能な世界開発パターンを考慮して、知識格差と研究優
先課題をまとめています。2 回目のスコーピングプロセス
は、人類移動と地球変動 （Human Migration and Global 
Change） のテーマの下に研究優先課題を募集しました。
我々が人新世に突入する中、気候変動、前代未聞の格差、
紛争の現代的形態のような移動の新たな原動力が、世界
をまたぐ人類移動の新たなパターンと規模をもたらしてい
ます。従って、移動というテーマは、社会科学と自然科学
の強力な礎となり、超学際チームがこうしたますます重要
な研究分野に関連した研究課題に取り組む優れた可能性
を秘めています。

ベルモント・フォーラムとの連携

フューチャー・アースは、ベルモント・フォーラムと協力し、世界最大の持続可能性の課題に取り組む多国間
学際研究チームのための主要な資金提供機会である共同研究活動（Collaborative Research Actions ; CRAs）
のスコープと形成の支援を行っています。フューチャー・アースは、毎年新たなテーマを直接提案することを
依頼されている唯一の機関です。
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Open Network

オープンネットワークは、協働研究とグローバルな持続可能性へ関与する
ための無料オンラインツールであり、世界中のプロフェッショナルが持続
可能性コミュニティと繋がり、最新の情報を把握するための空間です。
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物語を形づくる 
（shape the narrative）

質の高い研究は、効果的な社会行動を促進することができますが、政策領域に最新の科学的成果を導
入するには、献身的な努力が必要です。フューチャー・アースは、最新の持続可能性科学を世界の政
策決定に取り込み、研究に基づいた世論を醸成するようなメカニズムになるように取り組んでいます。

今年度、フューチャー・アースのコミュニティは、定期的に発行している『Insights in Climate Science』と
『Anthropocene（人新世）』誌を発表したのに加え、国連気候行動サミット2019の科学諮問グループのた

めに世界気象機関（WMO）が最新の気候科学をまとめた画期的な報告書である『United in Science』の作
成に貢献しました。また、我々は、より現代的なデザインにリニューアルされたウェブサイトを立ち上げ、
持続可能性に関する知識の中心的な場になることを目指した結果、2019年にツイッターのフォロワー数
が1万8千を超えました。

今後もフューチャー・アースは、研究とイノベーションのネットワークで作成される成果物の幅と多様性を
高めるために、デジタルメディアでの強力な存在感を含め、コミュニケーション活動を拡大し続けます。
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『Anthropocene （人新世）』 誌

フューチャー・アースの旗艦的独立雑誌である『Anthropocene（人新世）』誌は、持続可能性に対する現場で
の解決策の優れたショーケースであり続けています。フューチャー・アースの刊行物のうちで最も幅広いリー
チを持ち、デジタル閲覧者は、200以上の国から毎月5万人超に達しています。記事は、『Quartz』（米国）、

『Le Monde』（フランス）、『El Pais』（スペイン）、『Scroll』（インド）、『果壳』（中国）に同時配信されてきま
した。創刊から2年間で、『Anthropocene（人新世）』誌は、全号にわたる編集・デザインに対して、2019年
の Folio Eddie Award を含め三つのジャーナリズムの賞を受賞し、会員から20万ドル以上の寄付を集めまし
た。第5号が、2020年に刊行予定です。

『Anthropocene（人新世）』誌は、セレクトされた記事の閲
覧を拡大するために、『The Atlantic』誌と近く提携する予
定です。また、科学と政策の主要な声を集めた特別なイ
ベントシリーズの発足を支援して必要不可欠な地球システ
ムを人類がどのように変容しているかをよりよく理解するた
め、スタンフォード大学とも近く提携する予定です。これら
の戦略的提携は、『Anthropocene（人新世）』誌がさらに
リーチを広げ、持続可能性界の思考的リーダーとしての役
割を確立するのに役立ちます。
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『気候変動について今伝えたい、10 の重要なメッセージ』シリーズは、ジャーナリストや、政策決定者、市民
のための一種の気候科学の年鑑として、毎年出版された気候変動に関する最新かつ最も重要な研究成果をま
とめ、伝えることを目指しています。

最新版である『気候変動について今伝えたい、10の重要な
メッセージ2019』は、国連気候変動枠組条約（UNFCCC）第
25 回締約国会議（COP25）において、UNFCCC 事務局長
Patricia Espinosa 氏も出席した記者会見で発表されました。
同報告書は、学問分野を超えた気候科学の最近の進展を
要約し、多くの GRP や、KAN などの科学的進展を活用し
ています。フューチャー・アース・コミュニティの主要な貢
献は、グローバルカーボンプロジェクト、GMBA、健康
KAN、 戦 略 的 パ ー トナ ー で ある Mountain Research 

Initiative の取組などです。フューチャー・アースの国内委
員会は、同報告書を各国代表団に配布するのを支援し、
UNFCCC が、会議で交渉担当者に電子的に配信しました。
今年度のリストは、公平と平等、栄養、最も脆弱な人々へ
の影響、社会的転換点に焦点が当てられています。政策
コミュニティ内で同報告書の重要性が高まっている兆しは、
COP25 大統領評議会の Andrés Couve 科学・ 技術・ 知
識・イノベーション大臣やロイターのような通信社が刊行
イベントに出席したことに表れています。2019年の同報告

気候変動について今伝えたい、10 の重要なメッセージ 
（10 New Insights in Climate Science）

書は、シリーズの第3号であり、Earth League と共同で作
成されました。
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フューチャー・アースの同報告書への具体的な寄稿は、
Earth League と Global Fossil Fuel Emissions と共同で
執 筆され た「 気 候 の 知 見 の要 約 (Summary of climate 
insights)（2017年～2019年）」で、サミット期間中に Johan 
Rockström 氏と Rob Jackson 氏（グローバル・カーボン・
プロジェクト）によって発表されました。我々の要約の主な
メッセージは、「気候への影響が増大すると、臨界点を越
えるリスクが増大する」、「気候への影響は、たった10年前
に示された気候評価よりも、より厳しく、より早くなってい

るという認識が高まっている」、「パリ協定を達成するには、
野心的な政策措置によって成し遂げられる徹底した脱炭素
化、炭素吸収源と生物多様性の保護と増大、二酸化炭素
を大気から除去する取り組みを含む、即時の包括的な行
動が必要である」というものです。

その他の主要な報告書寄稿者は、気候変動政府間パネル
や国連環境計画（UNEP）などです。

United in Science（科学の下での団結）

フューチャー・アースは、世界の主要な気候科学団体と共に、国連気候行動サミット2019のために高度な気
候科学をまとめた画期的な報告書である、『United in Science（科学の下での団結）』に寄稿を依頼されました。
本報告書は、サミットに公式の科学的意見を提供し、近年影響が強まる人為的な気候変動、人類のこれまで
の対応、そして科学が予測する将来の地球気候の大きな変化を地球システムの統一的評価として提示しまし
た。同報告書は、世界気象機関（WMO）によって調整され、Leena Srivastava 氏と Petteri Taalas 氏が共同議
長を務める科学諮問グループによって編集されました。
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地球における私たちの未来（Our Future on Earth）

『地球における私たちの未来』シリーズは、その年の最も報道価値のあるトレンドや社会科学、自然科学及び
政治学の専門家によるトップレベルの研究をまとめることを目指しています。

シリーズの最初の報告書である『地球における私たちの
未来2020』は、2020年2月に刊行され、気候ストライキ、
右翼政治の台頭、変わりゆくメディアの状況のようなタイ
ムリーなテーマについて考察された12の章から構成され
ています。報告書の作成はグローバルな取り組みでした。
少なくとも14のフューチャー・アースの GRPとKAN が作
成に貢献し、執筆チームと編集委員会は、先進国と発展
途上国からの20を超える国々を代表しています。同報告
書は、フランス語、スペイン語、北京語に翻訳されまし
た。刊行後、2月中は約12の地域にて刊行記念イベント
及び／又は解説記事が発表されましたが、その中には、
南アフリカ、インド、アジア、セネガル、欧州でのイベ
ント が 含 ま れ ま す。 同 報 告 書 に は、Gro Harlem 
Brundtland 氏の特別寄稿序文が掲載され、30年以上前
にブルントラント委員会によって初めて紹介された人類
共通の持続可能な開発の道筋に関しての進展を考察して
います。同報告書は、60か国の200以上の国際的メディ
アによって報道されました。その報道には、Guardian や
Thoson Reuters による記事や、Project Syndicate や The 
Conversation によって発表された論評などがあります。
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グローバルリスク認識イニシアチブ

過去15年にわたって、グローバルリスクの認識は、世界経済フォーラムの年次『グローバルリスク報告書』に
よって形作られてきました。同報告書は、経済界、アカデミア、政界のリーダーたちの認識を調査したもの
です。

しかしながら、グローバルリスクがますます複雑になり、相
互関係にある中で、これらのリスクを正確かつ正当に評価
するには、それらを評価するコミュニティの拡大が求めら
れています。フューチャー・アースのグローバルリスク認
識イニシアチブは、様々な科学コミュニティのリスクに関
する認識を捉えることを目指しています。複数の見解を集
めることで、このイニシアチブは、多様な経験と知識を活
用したリスクを巡る多元的な対話の火付け役となり、情報
を提供することを目指しています。

年次報告書の第1号である『リスク認識報告書2020』は、地
球変動科学コミュニティの調査に基づいて、2020年2月12
日に正式に刊行されました。同報告書には、回答者の50%
超がフューチャー・アースのコミュニティに所属している52
か国から200 人超の科学者の認識がまとまられています。
2020 年1月に刊行された世界経済フォーラムの『2020グ
ローバルリスク報告書』と共に、双方は、来るべき10年の
トップリスクの1つに環境リスクを位置付けています。しか
しながら、科学者たちは、このリスクを経済界より緊急な

ものと認識しています。調査結果とその影響は、『地球に
おける私たちの未来2020』と AGU の『Earth’s Future』誌で
発表されています。
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フューチャー・アースに
ついて
フューチャー・アースのミッションは、研究とイノベーションを通じて、グローバルな持続可能性への
変革を加速させることです。世界中の数千の科学者とイノベーターの経験と影響を利用することによっ
て、フューチャー・アースは、気候、水、土地、海洋、都市、経済、エネルギー、健康、生物多様
性、ガバナンスシステムといった複雑な地球システムの理解を深め、世界の持続可能な発展のための
エビデンスに基づいた戦略を策定することに向けて取り組んでいます。
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Our Future on Earth Launch Event, South Africa, January 2020
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2月16日～31日 Ocean Sciences Meeting米国、サンディエゴ会合

2月23日～28日World Biodiversity Forumスイス、ダボスフォーラム

3月20日
Earth Leadershipプログラム発足 

米国、ボルダー発足

202010月
21日～25日

10th Ann
iversary 

and Plen
ary 

Meeting

台北
会合

28日～30日

Integrated
 Ocean Ca

rbon Rese
arch 

project (
ユネスコ政

府間海洋
学

委員会 （U
NESCO-I

OC） Carb
on 

Think Ta
nk) 会合

フランス、パリ

会合

29日～31日 

第34回IG
AC 科学運

営委員会
会

合 
メキシコ、メキシコシティ

会合

11月
4日～9日 

地球観測
に関する

政府間会
合

本会合及
び関連会

議等

（GEO W
eek） 

オーストラリア、キャンベラ

会議

6日～8日
2019地球

システムガ
バナンス・

メ

キシコ会議

メキシコ、オアハカ

会議

13日～15日 

Canadian
 Science 

Policy 

Conferen
ce

カナダ、オタワ

会議

18日～23日 

アース・コ
ミッション

（Earth C
ommissi

on）会合 

米国、ワシントンDC

会合

19日～20日

持続可能
性に向け

た科学に
基づ

く道筋イ
ニシアチ

ブ（Scien
ce-

Based P
athways

 initiativ
e）̶

フランス
における

淡水に関
する

ワークショ
ップ

フランス、レンヌ

ワークショップ 

20日～23日

世界科学
フォーラム

（WSF）

ハンガリー、ブダペスト

フォーラム

12月 
2日～13日
COP25 
スペイン、マドリード

会議

4日
世界の炭

素予算

（Global
 Carbon 

Budget）

スペイン、マドリード

刊行

6日
気候変動に

ついて今伝
えたい、10

の重要な
メッセージ

2019

（10 New
 Insights

 in Clima
te 

Science 2
019）

スペイン、マドリード

刊行

13日～15日 

国連「持
続可能

な開発
のため

の海洋
科学の

10年」計
画会議

デンマーク、コペンハーゲン

会合

20日～23日

健康KA
N発足

台北
発足

21日 
デジタル

時代に
おける

持続可
能

性 （Sus
tainab

ility in 
the Dig

ital 

Age）Ⅰ
：グロー

バルな
変化に

対

応するレ
ジリエン

ス（Res
ilience

 

facing
 Globa

l Chan
ges）

カナダ、モントリオール

ワークショップ

24日
Sustai

nabilit
y Scien

ce 2.0

米国、デンバー

発足

28日 
SOLAS

 IMBER
 海洋酸

性化

（Oce
an Aci

dificat
ion） 

ワーキンググループとOA-ICC

専門家グループ

モナコ

7日
‘Earth

 Syste
m tipp

ing 

points
’ at the

 Ecosp
erity 

confer
ence

シンガポール

対話

13日～14日

iLEAPS
 スポン

サーワ
ークシ

ョップ
̶都市

部にお
ける

フラック
スのモ

デル化
と観測

（Mod
elling 

and O
bservi

ng 

Urban
 Fluxe

s）

オランダ、アムステルダム

ワークショップ

17日～21日 

Future
 Ocean

s2 IMB
eR 

Open 
Scienc

e Conf
erence

フランス、ブレスト

会議

21日 
Sustai

nabilit
y Scien

ce 2.0

米国、アーリントン

対話

4日～6日

Shipp
ing & t

he Env
iron-

ment 
II

スウェーデン、ヨーテボリ

会議

9日～13日

欧州宇
宙機関

「Φ-W
eek」

イタリア、ローマ

会議

12日
Energy T

ransition
 

Conferen
ce 2019

ノルウェー、オスロ

会議

10日～13日

Biodivers
ity Revisi

ted 

Symposi
um

オーストリア、ウィーン

フォーラム

18日～20日

CIFAR AI 
& Society

 

ワークショ
ップ: デジ

タル時代に

おける持続
可能性

（Sustain
ability in t

he Digital
 Age）

カナダ、モントリオール

ワークショップ

16日～20日 

OceanOb
s'19 ‒

An Ocean
 of Oppo

rtunity

米国、ホノルル

会議

20日 
アース・コ

ミッション

（Earth C
ommissio

n）発足

米国、ワシントンDC

発足

3日～4日
持続可能性に

向けた科学

に基づく道筋
イニシアチブ

（Science-Based 
Pathways initiativ

e）

フランスにおけ
る生物多様性

に関するワーク
ショップ

フランス、トゥール

ワークショップ

7日
STSフォーラム

2019： 

第16回年次総
会

日本、京都
フォーラム

14日～15日
iLEAPS科学運

営委員会

（SSC）会合
米国コロラド州、ボルダー

会合

16～17日
統合陸域生態系

̶大気プロセス

研究計画（iLEA
PS）及びアメリカ

国立大気研究セ
ンター（NCAR）

早期キャリア科
学研究者向け

ワークショップ
米国コロラド州、ボルダー

ワークショップ

16日～18日
Transformati

ons 2019

チリ、サンティアゴ

会議

20日～23日 
IPCC変化する気候下

での

海洋・雪氷圏に関す
る特別

報告書（Special Rep
ort on 

the Ocean and Cryo
sphe-

re in a Changing Cli
mate） 

に関する会合
モナコ
会合

23日～25日
国連気候行動サミット

米国、ニューヨーク

フォーラム

23日～25日
2019 SCOR 年次会合

日本、富山
会合

24日～25日
国連ハイレベル政治

フォー

ラム（SDGサミット）

米国、ニューヨーク

フォーラム

24日～27日
Water Future Confe

rence

インド、ベンガルール

会議

6日～8日 

国際測
地学・地

球物理
学連合

（IUG
G）総会

カナダ、モントリオール

会合

8日～18日

第27回
IUGG総

会

カナダ、モントリオール

会合

11日 
IRGP S

SC Me
eting 

中国、新寧県

会合

5月

6月

7月

10月
9月
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財務概要

総経費は、480万ユーロでした。これは昨年の540万ユー
ロから60万ユーロ減額しています。活動費は、財務とオペ
レーションを含む調整により削減した費用により安定してい
ます。

2019年4月～2020年3月の会計年度において、フューチャー・アースの国際事務局は各国拠出金を含む80% の
公的資金と20% の民間資金から連結収益を得ました。

機能別経費2019年～2020年 百万ユーロ

研究とイノベーション 2.1

ネットワークと地域 0.8

コミュニケーション 1.1

コーディネーション 0.8

総経費 4.8

総計480 万ユーロの国際
事務局の経費の割合（%）

17%
23%

16%

44%

研究と
イノベーション

ネットワークと
地域

コーディネーション

コミュニケーション
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Funders

National and local contributors
w	Austria (Federal Ministry for Science, Research 

& Economy)
w	Taipei (Academia Sinica)  
w	Finland (Council of Finnish Academies)
w	Germany (German Research Foundation)
w	India (Indian National Science Academy)
w	Israel Academy of Sciences and Humanities
w	Japan (Ministry of Education, Culture, Sports, 

Science and Technology, MEXT)
w	Philippines (Philippine Council for Industry, 

Energy and Emerging Technology Research 
and Development)

U.S. Global Hub
w	Belmont Forum
w	Colorado State University
w	George Mason University
w	Gordon and Betty Moore Foundation
w	Leonardo DiCaprio Foundation  
w	NASA
w	NOMIS Foundation
w	University of Colorado Boulder
w	US Global Change Research Program
w	US National Academies of Sciences, 

Engineering and Medicine
w	US National Science Foundation  

Japan Global Hub 
w	AEON Environmental Foundation
w	Hiroshima University 
w	Japan Science and Technology Agency/

Research Institute of Science and Technology 
for Society
w	KAO Corporation
w	Keio University
w	Kyushu University
w	Nagoya City University
w	National Institute for Environmental Studies
w	Remote Sensing Technology Center of Japan
w	Research Institute for Humanity and Nature
w	Science Council of Japan
w	The University of Tokyo/Institute for Future 

Initiatives
w	Tsukuba University

Canada Global Hub
w	Réseau des Universités du Québec
w	Fond de Recherche du Québec (FRQ) 
w	Montréal International 
w	Concordia University 
w	Université de Montréal 
w	McGill University 
w	Université du Québec à Montréal (UQAM) 
w	Laval University 

w	Polytechnique Montréal 
w	Institut National de la Recherche Scientifique (INRS) 
w	ClimateWorks Foundation 
w	Mitacs 
w	College and Institutes Canada

France Global Hub 
w	Alliance Nationale pour la Recherche en 

Environnement (AllEnvi)
w	Agence Nationale de la Recherche (ANR)
w	Centre National de la Recherche Scientifique 

(CNRS)
w	Ministère de l’Enseignement supérieur, de la 

Recherche et de l’Innovation (MESRI)
w	Sorbonne Université

Sweden Global Hub 
w	European Space Agency
w	Mava Foundation
w	Oak Foundation
w	Porticus Foundation
w	The Global Environment Facility
w	The Swedish Ministry of Environment (via Swedish 

Research Council, FORMAS)
w	The Swedish Ministry of Higher Education and 

Research (via the Swedish Research Council, 
Vetenskapsrådet)

The following funders are thanked for their contributions to Future Earth and its activities. Funders 
of both earmarked projects as well as core funders for the Future Earth secretariat are listed 
under the global hub receiving the funding.
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地域及び各国機関

より持続可能な世界へ移行することは、全世界に課せられた課題です。しかしながら、フューチャー・アース
は各地域が独自の課題に直面していることも認識しています。そのことを踏まえ、フューチャー・アースは国
際事務局に加えて、持続可能性を進展させるために研究を独自の解決策に発展させる地域及び各国機関があ
ります。

地域センター及び地域オフィス
アジア地域センター 1. オーストラリア 10. フィリピン

2. 中国 11. 韓国

中東・北アフリカ地域センター 3. フィンランド 12. ルーマニア

4. フランス 13. ロシア

北アフリカ地域オフィス 5. ドイツ 14. スペイン

6. インド 15. スウェーデン

南アフリカ地域オフィス 7. アイルランド 16. スイス

8. 日本 17. 台北

南アジア地域オフィス 9. モンゴル 18. 英国

各国及び各地域機関
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This year our Global Research Projects and Knowledge-Action Networks collectively produced 
hundreds of scientific publications. This included peer-reviewed papers, book chapters and 
major reports. Many of these were published in very highly-cited scientific journals like Nature, 
Science, the Lancet, and Proceedings of the National Academy of Sciences among others. Our 
publications this year covered a wide scope of topics, with a majority focusing on climate, ocean, 
and land research. Other focus areas included health, governance, food, and more. The following 
is a selection of publications provided by our research networks, showcasing some of their key 
work as part of the Future Earth community this year. 

Selected publications 
April 2019- March 31 2020

Earth System Governance
Park, S., Kramarz, T. (Eds.). (2019). Global 
environmental governance and the 
accountability trap. The MIT Press. 

Biermann, F., Lövbrand, E. (Eds.). (2019). Anthro-
pocene encounters: New directions in green 
political thinking. Cambridge University Press.

van der Heijden, J., Bulkeley, H., Certomà, C. 
(Eds.). (2019). Urban Climate Politics: Agency 
and empowerment. Cambridge University Press. 
DOI: 10.1017/9781108632157.014.

Dryzek, J., Bowman, Q., Kuyper, J., Pickering, 
J., et al. (2019). Deliberative global governance 
(Elements in earth system governance). 
Cambridge: Cambridge University Press. 
doi:10.1017/9781108762922.

Betsill, M.M., Benney, T.B., Gerlak, A.K. (Eds.). 
(2020). Agency in earth system governance. 
Cambridge: Cambridge University Press. ISBN: 
9781108484053.

Persson, Å. and Dzebo, A. (2019). Exploring 
global and transnational governance of climate 
change adaptation. International Environmental 

Agreements: Politics, Law and Economics. 
Doi: https://doi.org/10.1007/s10784-019-09440-z. 

Biermann, F., Betsill, M. M., Burch, 
S., Dryzek, J., et al. (2019). The Earth 
System Governance Project as a network 
organization: a critical assessment after 
ten years. Current Opinion in Environmental 
Sustainability, 39. Doi: https://doi.org/10.1016/j.
cosust.2019.04.004. 

Linnér, B.-O., Wibeck, V. (2019). Sustainability 
transformations: Agents and drivers across 
societies, 256. Cambridge University Press.
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Emergent Risks and Extreme 
Events KAN 
Alwis, D.D., Noy, I. (2019) The cost of being 
under the weather: Droughts, floods, and health 
care costs in Sri Lanka. Asian Development 
Review, 36(2), 185–214.

Mahecha, M.D., Gans, F., Brandt, G., 
Christiansen, R., et al. (2019). Earth system data 
cubes unravel global multivariate dynamics. 
Earth System Dynamics, 11, 201-234. Doi: https://
doi.org/10.5194/esd-11-201-2020.

Filippova, O., Nguyen, C., Noy, I., and Rehm, M. 
(2020). Who Cares? Future sea-level-rise and 
house prices. Land Economics, 96(2), 207-224. 
doi: 10.3368/le.96.2.207.

Besnard, S., Carvalhais, N., Arain, M.A., Black, 
A., et al. (2019). Memory effects of climate and 
vegetation affecting net ecosystem CO2 fluxes 
in global forests. PLoS One, 14(0211510). Doi: 
https://doi.org/10.1371/journal.pone.0211510.

Flach, M., Brenning, A., Gans, F., Reichstein, 
M., et al. (2020). Vegetation modulates the 
impact of climate extremes on gross primary 
production. Biogeosciences Discussions. Doi: 
https://doi.org/10.5194/bg-2020-80.

Hoang, T., Noy, I. (2020). Wellbeing after a 
managed retreat: Observations from a large 
New Zealand program. International Journal 
of Disaster Risk Reduction, 48. Doi: https://doi.
org/10.1016/j.ijdrr.2020.101589. 

Sillmann, J., Sippel, S., and Russo, S. (Eds.). 
(2020): Climate Extremes and their Implications 
for Impact and Risk Assessment, 340. ISBN: 
9780128148952.

Alnes, K., Shrivastava, P., Sillmann, J., Weber, 
O., et al. (2020). Making money work for green 
goals. Our Future on Earth, Future Earth Report. 
Available online: https://drive.google.com/file/d/1c
hEx2Aewehp1_0nXYnERwUViJI6qR2hi/view.

Golding, B., Mittermaier, M., Ross, C., Ebert, 
B., et al. (2019). A Value Chain Approach to 
Optimising Early Warning Systems. Global 
Assessment Report on Disaster Risk Reduction. 
Available online: https://www.preventionweb.net/
files/65828_f212goldingetalvaluechain.pdf.

Thonicke, K., Bahn, M., Lavorel, S., Bardgett, R.D., 
et al. (2020). Advancing the Understanding of 
Adaptive Capacity of Social Ecological Systems 
to Absorb Climate Extremes. Earth’s Future 8. Doi: 
https://doi.org/10.1029/2019EF001221.

Tomita, R., Project, H., Yoshida, T. (2019). Sharing 
experiences and associated knowledge in the 
changing waterscape: An intergenerational 
sharing program in Mikatagoko area, Japan. 
Sharing ecosystem services: building more 
sustainable and resilient society. ISBN 978-981-13-
8067-9.

Yamada, Y., Itagawa, S., Yoshida, T., Fukushima, 
M., et al. (2019). Predicting the distribution of 
released Oriental White Stork (Ciconia boyciana) 
in central Japan. Ecological Research, 34, 277–
285. Doi: https://doi.org/10.1111/1440-1703.1063.

Kagami, M., Nishihiro, J., Yoshida, T. (2019). 
Ecological and limnological bases for 
management of overgrown macrophytes: 
Introduction to a special feature. Limnology, 
20, 1-2. Doi: https://doi.org/10.1007/s10201-018-
0565-z. 

Karim, A., Noy, I. (2020). Risk, poverty or 
politics? The determinants of subnational 
public spending allocation for adaptive 
disaster risk reduction in Bangladesh. World 
Development, 129. Doi: https://doi.org/10.1016/j.
worlddev.2020.104901.

Kraemer, G., Camps-Valls, G., Reichstein, M., 
Mahecha, M.D. (2020). Summarizing the state 
of the terrestrial biosphere in few dimensions. 
Biogeosciences, 17, 2397-2424. Doi: https://doi.
org/10.5194/bg-17-2397-2020.

Noy, I. (2020). Paying a price of climate 
change: Who pays for managed retreats? 
Current Climate Change Reports, 6, 17-23. Doi: 
https://doi.org/10.1007/s40641-020-00155-x.

Reichstein, M., Frank, D., Sillmann, J., Sippel, 
S., (2020). Outlook: Challenges for societal 
resilience under climate extremes. Climate 
Extremes and Their Implications for Impact 
and Risk Assessment, 341-353. Doi: https://doi.
org/10.1016/B978-0-12-814895-2.00018-5.

Shinohara, N., Uchida, K., Yoshida, T. (2019). 
Contrasting effects of land-use changes on 
herbivory and pollination networks. Ecology 
and Evolution 9, 13585–13595. DOI: 10.1002/
ece3.5814.
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Yonson, R., and Noy, I. (2020). Disaster risk 
management policies and the measurement of 
resilience for Philippine regions. Risk Analysis, 
40(2), 254-275. Doi: https://doi.org/10.1111/
risa.13394.

Future Earth Coasts
Bao, J.L., Gao, S. (2019). Centralization 
and decentralization: changes in coastal 
management practice since the late 19th 
century, Jiangsu Province, China. Marine 
Policy, 109, 103705. doi: https://doi.org/10.1016/j.
marpol.2019.103705.

Bao, J. L., Gao, S., Ge, J.X. (2019). Salt and 
wetland: traditional development landscape, 
land use changes and environmental adaptation 
on the central Jiangsu coast, China, 1450 - 1900. 
Wetlands, 39(5), 1089-1102. doi: 10.1007/s13157-
019-01144-z. 

Baptista, V., Leitão, F., Morais, P., Teodósio, 
M.A., et al. (2020). Modelling the ingress of 
a temperate fish larva into a nursery coastal 
lagoon. Estuarine, Coastal & Shelf Science, 235, 
106601. doi: 10.1016/j.ecss.2020.106601.

Baptista, V., Morais, P., Cruz, J., Castanho, S., 
et al. (2019). Swimming abilities of temperate 
pelagic fish larvae prove that they may control 
their dispersion in coastal areas. Diversity, 11, 185. 
doi:10.3390/d11100185.

Boateng, A.A., Breckwoldt, A., Reuter, H. and 
Aheto, D. (2020). From Fish to Cash: Analyzing 
the role of women in fisheries in the Western 

Region of Ghana. Marine Policy, 113, 103790. doi: 
10.1016/j.marpol.2019.103790.

Boström-Einarsson, L., Babcock, R.C., 
Bayraktarov, E., Ceccarelli, D., et al. (2020). 
Coral restoration – A systematic review of 
current methods, successes, failures and future 
directions. PLoS ONE, 15(0226631). Doi: https://
doi.org/10.1371/journal.pone.0226631.

Breitburg, D., Levin, L., Oschlies, A., Grégoire, 
M., et al. (2018). Ocean deoxygenation – 
Causes and consequences in a changing 
world. Science, 359(6371). DOI: 10.1126/science.
aam7240.

Carver, R., Childs, J., Steinberg, P., Mabon, L., et 
al. (2020). A critical social perspective on deep 
sea mining: Lessons from the emergent industry 
in Japan. Ocean and Coastal Management, 
193(105242). doi: https://doi.org/10.1016/j.
ocecoaman.2020.105242.

Cipolletti, M.P, Genchi, S.A., Delrieux, C.A., 
Perillo, G.M.E. (2019). An approach for 
estimating border length in marine coasts 
from MODIS satellite data. IEEE Geoscience 
and Remote Sensing Letters 1-5 doi: 10.1109/
LGRS.2019.2916620.

Laffoley, D., Baxter, J.M. (2019). Ocean 
deoxygenation: Everyone’s problem: Causes, 
impacts, consequences and solutions. 
International Union for Conservation of Nature 
and Natural Resources, IUCN Global Marine and 
Polar Programme. doi: https://doi.org/10.2305/
IUCN.CH.2019.13.en.

Day, J. (2020). Impacts of freshwater inputs to 
coastal systems with special reference to the 
Mississippi delta [Special Issue]. Estuarine, 
Coastal and Shelf Science.

El Mahrad, B., Abalansa, S., Newton, A., Icely, 
J.D., et al. (2020). Social-Environmental Analysis 
for the Management of Coastal Lagoons 
in North Africa. Frontiers in Environmental 
Science, 8(37). doi: 10.3389/fenvs.2020.00037.

Elliott, M., Day, J., Ramesh, R., Wolanski, E. 
(2019). A synthesis: What future for coasts, 
estuaries, deltas, and other transitional habitats 
in 2050 and beyond? Coasts and Estuaries, 
1-28. Doi: https://doi.org/10.1016/B978-0-12-
814003-1.00001-0.

Fache, E., Pauwels, S. (2020). Tackling coastal 
‘overfishing’ in Fiji: Advocating for indigenous 
worldview, knowledge and values to be the 
backbone of fisheries management strategies. 
Maritime Studies. doi: https://doi.org/10.1007/
s40152-020-00162-6.

Fawkes, K.W. and Cummins, V. (2019). 
Beneath the surface of the first world ocean 
assessment: An investigation into the global 
process’ support for sustainable development. 
Frontiers of Marine Science, 6(612). doi: 10.3389/
fmars.2019.00612.

Finkl, C.W., Makowski, C. (2019). Encyclopedia 
of Coastal Science, 2nd Edition. Series: 
Encyclopedia of Earth Sciences Series, 
Springer International Publishing. ISBN 978-3-
319-93807-3.
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Forbes, N.T., Forbes, A.T., James, B. (2020). 
Restoration of Lake St Lucia, the largest 
estuary in South Africa: Historical perceptions, 
exploitation, management and recent policies. 
African Journal of Aquatic Science, 45(1-2), 183-
197. doi: 10.2989/16085914.2020.1719816. 

Freduah, G., Fidelman, P., Smith, T.F. (2019). A 
framework for assessing adaptive capacity to 
multiple climatic and non-climatic stressors in 
small-scale fisheries. Environmental Science & 
Policy, 101, 87-93. doi: 10.1016/j.envsci.2019.07.016.

Freduah, G., Fidelman, P., Smith, T.F (2019). 
Adaptive capacity of small-scale coastal fishers to 
climate and non-climate stressors in the Western 
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